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次 号 予 告 （第 78 巻　第 7 号　2023 年 7 月号）
定価：2,970 円（本体 2,700 円＋税 10%）

特集◆術後急変！予知・早期発見のベストプラクティス
総論
巻頭言   横浜市立大学医学部消化器・腫瘍外科学講座　遠藤　格　　
術後急変前に予知するための毎日の回診のポイント 
   大阪大学大学院医学系研究科・医学部外科学講座（消化器外科学）　小林省吾・他
ラピッドレスポンスチームの役割と立ち上げ方   横浜市立大学附属病院集中治療部　髙木俊介　　
術後急変回避のための特定看護師の育成 
   東京大学医学部附属病院総合研修センター（心臓外科）　木村利光・他
各論 1：各種ショックが起こってしまったときの初療
出血性ショック   神戸大学災害・救命医学分野　小谷穣治　　
敗血症性ショック   防衛医科大学病院上部消化管外科　石橋勇輔・他
心原性ショック   東北医科薬科大学病院救急科　板垣秀弥・他
各論 2：予知・早期発見のベストプラクティス
呼吸器合併症（無気肺・誤嚥性肺炎・ARDS）の予知・早期発見のベストプラクティス 
   千葉大学大学院医学研究院 先端応用外科学　豊住武司・他
腹腔内膿瘍の予知・早期発見のベストプラクティス   東北大学消化器外科学　伊関雅裕・他
仮性動脈瘤破裂の予知・早期発見のベストプラクティス 
   和歌山県立医科大学第 2 外科　川井　学・他
上部消化管手術の縫合不全の予知・早期発見のベストプラクティス 
   名古屋大学医学部消化器外科　田中千恵　　
下部消化管手術の縫合不全の予知・早期発見のベストプラクティス 
   東京医科歯科大学消化管外科学分野　鈴木悠太・他
肝不全の予知・早期発見のベストプラクティス 
   名古屋大学大学院医学系研究科・医学部医学科病態外科学　林　大介　　
肺塞栓症の予知・早期発見のベストプラクティス   兵庫医科大学下部消化管外科　池田正孝・他
急性腎不全の予知・早期発見のベストプラクティス 
   東京大学医学部附属病院集中治療部　土井研人・他
偽膜性腸炎・MRSA 腸炎の予知・早期発見のベストプラクティス 
   帝京大学医学部外科学講座　松田圭二・他

そのほか，FOCUS，同心円状モデルで読み解く 新しい食道外科解剖，手術器具・手術材料―私
のこだわり，病院めぐり，など
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